
輻 暮
”
．日‐本

一
小
さ
な
県
の
取
り
組
み
を
全
国
へ
～

令
和
９
年
頃
、
医
療
用
血
液
が
慢
性
的
に

不
足
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
ｃ
そ
の
原
因
は
、

高
齢
化
に
伴
う
血
液
需
要
の
増
加
と
献
血
者

数
の
減
少
で
あ
る
．
特
に
「
若
年
層
」
の
献
血

者
数
は
他
の
年
代
と
比
較
し
て
少
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

で
」の
状
況
を
変
え
て
み
な
い
？
」
と
生
徒

会
に
投
げ
掛
け
た
の
が

令
和
２
年
の
１
学
期
で

あ
っ
た
。

５
名

が
興
味
を
持
ち

活
動
が
始
ま
っ
た
。

「若
年
層
の
献
血
者

一袢

数
を
増
や
す
た
め
に

同
じ
志
を
持
つ
仲
間

を
増
や
し
、活
動
の
輪
を
広
げ
る
」
を
活
動
方

針
と
し
、
①
県
内
高
校
の
横
の
繋
が
り
を
作

り
活
動
②
他
団
体
と
の
協
働
で
相
乗
効
果
を

得
る
③
自
校
で
の
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
る

を
日
標
と
し
、
ま
ず
は
、
県
下
４２
校
全
不
ッ
ト

ワ
ー
ク
結
成
を
呼
び
か
け
た
（〕
７
校
の
贅
同

が
あ
り
、
令
和
３
年
１
月

「
香
川
県
高
校
生

献

血
ボ
ラ
と
ア
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
結

成
し
た
。
こ
れ
か
ら
と

考
え
て
い
た
矢
先
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
拡
大
し
、

不ヽ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
っ
て
の
活
動
は

出
来
な
く
な
っ
た
。
し

か
し
、
出
来
る
こ
と
を

模
索
し
、ス
ン
オ
番
組
、

新
聞
投
書
欄
へ
の
投

稿
な
ど
で
献
血
の
協

力
を
訴
え
た
。

毎
度
始
め
に
は
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
校

を
募
集
し
、
令
和
３

年
度
は
１７
校
で
活
動

し
て
い
る
。

「な
ぜ
こ
の
方
法

で
、
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、何
の
た
め
に
」

と
考
え
て
活
動
す
る

こ
と
は
、今
後
の
人
生
の
中
で
、
き
っ
と
役
立
つ

で
あ
ろ
う
。

こ
の
高
校
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
を

全
国
の
呂
校
生
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、令
和

２
・３
年
と
翌
口同
校
生
ボ
ラ
と
ア
ィ
ア
・ア
ワ
ー

ド
」
に
参
加
し
た
。

‥
―
‐―
‐―
鳳

ま
た
、
本
校
は
令
和
３
年
９
月
献
血
推
進

団
体
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
を
頂
い

た
。

一褥
一一．帥
・鐵

式での取材 (丸亀レッツホールR317)
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認定証

香川県立二本松高等学校

■■会(ま血ボランティアクループ)澱

○
国
立
大
学
＝
２３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

京
都
大
１
　
島
根
大
１
　
岡
山
大
３
　
徳
島
大
５

香
川
大
１１
　
一呂
知
大
１
　
九
州
大
１

０
公
立
大
学
＝
７

公
立
鳥
取
環
境
大
１
　
新
見
公
立
大
１

尾
道
市
立
大
１
　
香
川
県
立
保
健
医
療
大
２

高
知
工
科
大
２

一〇
私
立
一大
学
■
２
■
■
●
●
●
■
，
●
■
●
●
●
一

慶
応
大
１
　
国
士
舘
大
１
　
東
京
理
科
大
１

早
稲
田
大
１
　
一示
都
産
業
大
１
　
同
志
社
大
２

立
命
館
大
９
　
龍
谷
大
２
　
大
阪
経
済
大
６

大
阪
工
業
大
３
　
大
阪
商
業
大
１
　
関
西
大
２

関
西
外
国
語
大
１
　
近
畿
大
２５
　
阪
南
大
１１

桃
山
学
院
大
１
　
関
西
学
院
大
４
　
甲
南
大
４

神
戸
学
院
大
６
　
武
庫
川
女
子
大
２

岡
山
理
科
大
１１
　
川
崎
医
療
福
祉
大
５

就
実
大
６
　
広
島
工
業
大
８
　
四
国
大
７

徳
島
文
理
大
２４
　
四
国
学
院
大
２
　
一呂
松
大
４

松
山
大
１１
　
そ
の
他
４９

０
短
期
大
学
―１
８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一

神
戸
女
子
短
大
１
　
香
川
短
大
１
　
一呂
松
短
大
５

精
華
女
子
短
大
１

０
各
種
専
門
学
校
織
‐５

・
●
‐
●
■
■
●
●
●
一

大
阪
航
空
専
門
１
　
穴
吹
ビ
ジ
ネ
ス
３

穴
吹
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
２
　
穴
吹
動
物
看
護
１

香
川
県
歯
科
医
療
専
門
１
　
四
国
医
療
専
門
２

四
国
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
１

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校
１
　
そ
の
他
３

０
就
職
関
係
８
●
●
●
●
■
●
●
●

一
●
●
●
●
一

島
根
県
警
１
　
自
衛
隊
１
　
（株
Ｔ
∪
Ｊ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｎ
ｌ

タ
イ
ヤ
セ
ン
タ
ー
ワ
タ
ナ
ベ
ー

大
川
広
域
消
防
署
１
　
帝
國
製
薬
（株
リ

↑
３
河
井
葬
祭
社
１

●

「番
期
暴
立
　
　
　
　
　
一

一　
　
二
本
松
高
等
学
校

　

一

一　
　
教
育
後
援
基
金
」

一

一　
　
　
　
　
　
　
発
足
〓
一

こ
の
た
び
、
「香
川
県
立
三
本
松

高
等
学
校
教
育
後
援
基
金
」
を

三
本
松
高
校
内
に
設
立
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
基
金
は
、香
川
県
立
三
本
松

高
等
学
校
の
教
育
の
充
実
と
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、次

の
事
業
を
行
い
ま
す
。

０
教
育
活
動
全
般
の
充
実
に
関

す
る
事
業

②
学
校
施
設
・設
備
の
充
実
に
関

す
る
事
業

０
そ
の
他
必
要
な
事
業

組
織
と
し
て
は
、
こ
の
基
金
の
目

的
及
び
事
業
に
賛
同
す
る
も
の
を

も
っ
て
構
成
し
、資
金
は
、
一
般
の
寄

付
金
に
よ
る
も
の
と
し
ま
す
。

役
員代
　
表

副
代
表

理
　
事

監
　
査

名
渕
　
董
（

泉
谷
俊
郎

原
　
　
彪

橋
本
真
澄

林
　
周
二

会
員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、地
域

の
方
々
の
ご
協
力
を
節
に
お
願
い
し

ま
す
．

令和3年度 本校の活動メンバー
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